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P２～３　大海を越えて　繋ぐ友好の絆　
P４　　　メキシコ友好使節団親善交流レポート　Vol.1
P５　　　各種交付金活用事業の紹介、
　　　　　半島振興対策実施地域における租税特別措置について
P６～７　まちの出来事
P８～９　ピックアップ防災、国保ワンポイント　他

写真：メキシコ合衆国　テカマチャルコ市との姉妹都市協定　調印
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       大海を越えて
                   繋ぐ友好の絆
メキシコ合衆国テカマチャルコ市との姉妹都市協定　締結

　１６０９年９月３０日、スペイン船サン・フランシスコ号がメキシコに向かう途中荒天によ
り岩和田沖で座礁しました。今でこそ世界中で言語、人種を越えて交流が行われていますが、
当時の岩和田の人たちにとって、初めて見るであろう外国人の姿はどう映ったのでしょうか。
恐怖や不安があったかもしれません。しかし、先人たちは人類愛の精神をもって、水難にあっ
た乗組員を救助し、手厚く介抱したと伝えられています。
　１０月２１日から３0日までの１０日間に渡り、１１名からなるメキシコ友好親善使節団が
派遣され、日西墨交流発祥の地である御宿町と、岩和田の人たちによって助けられたメキシコ
の英雄ドン・ロドリゴ・デ・ビベロと縁の深いテカマチャルコ市との姉妹都市協定が現地時間
の１０月２３日に締結されました。
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▲アカプルコ市表敬訪問

▲調印書　御宿町長とテカマチャルコ市長

　

ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
生
誕
地
で
あ

る
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
は
メ
キ
シ

コ
中
部
に
位
置
し
、
人
口
約
７
３
，

０
０
０
人
の
農
業
、
畜
産
業
を
中
心

産
業
と
す
る
都
市
で
す
。
市
内
に
は

ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
が
埋
葬
さ
れ
て
い

る
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
（
写

真
右
下
）、
遭
難
者
を
救
助
す
る
人
や

ガ
レ
オ
ン
船
を
型
ど
っ
た
彫
刻
、
テ

カ
マ
チ
ャ
ル
コ—

御
宿
姉
妹
都
市
通

り
が
こ
の
度
、
新
た
に
整
備
さ
れ
、

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
遭
難
し
、

岩
和
田
村
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
乗
組

員
が
助
け
ら
れ
た
９
月
30
日
を
「
御

宿
の
日
」
と
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
行
わ
れ
た
メ
キ
シ
コ

友
好
親
善
使
節
団
の
表
敬
訪
問
、
平

成
24
年
に
行
わ
れ
た
ア
カ
プ
ル
コ
市

プ
ラ
サ
・
ハ
ポ
ン
（
日
本
の
広
場
）

に
建
設
さ
れ
た
オ
ベ
リ
ス
ク
の
竣
工
・

除
幕
式
に
あ
わ
せ
た
訪
問
の
際
に
は
、

市
長
で
あ
る
ル
ベ
ン
・
バ
ル
カ
サ
ル

氏
を
始
め
、
多
く
の
市
民
か
ら
の
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24

年
に
御
宿
で
行
わ
れ
た
絆
記
念
式
典

時
の
バ
ル
カ
サ
ル
市
長
夫
妻
の
来
町
、

今
年
行
わ
れ
た
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市

空
手
使
節
団
の
市
長
特
使
と
し
て
の

来
町
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
交
流
を

通
じ
、
御
宿
町
と
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ

市
は
友
好
の
絆
を
深
め
、
こ
の
度
の

締
結
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
以
上
昔
、
先
人
た
ち
が

行
な
っ
た
偉
業
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
後
世
に
伝
承
さ
せ
る
た
め
、
ま

た
、
両
市
町
の
み
な
ら
ず
日
本
、
メ

キ
シ
コ
両
国
の
交
流
発
展
の
一
助
と

な
る
よ
う
結
ば
れ
た
こ
の
協
定
の
中

に
は
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等

の
交
流
を
中
心
に
、
将
来
的
に
は
産

業
、
経
済
の
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
カ
プ
ル
コ
市
が
９
月
中
旬
に
熱

帯
暴
風
雨
に
よ
る
大
洪
水
に
襲
わ
れ
、

家
屋
や
自
動
車
の
水
没
等
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
町
か
ら
被
害
に
対
す

る
見
舞
い
と
、
今
後
の
防
災
へ
の
備
え

と
し
て
防
災
図
書
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
宿
の
文
化
の
１
つ
で
あ

る
「
つ
る
し
雛
飾
り
」
が
今
回
の
訪

問
の
際
に
「
御
宿
ア
ミ
ー
ゴ
会
」
の

皆
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
ア
カ
プ
ル
コ
市
か
ら
は
華

や
か
な
民
族
衣
装
が
御
宿
町
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

互
い
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、

相
手
を
理
解
し
、
友
好
を
深
め
る
た

め
の
手
段
の
１
つ
で
す
。
町
で
は
、

相
互
の
文
化
交
流
を
図
る
た
め
、
今

月
17
日
に
行
わ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
づ
き
、
来
年
１
月
に
メ

キ
シ
コ
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
「
日
西
墨
友
好
の
絆
」
献
花
式

　

町
で
は
、
先
人
た
ち
が
築
い
た

友
好
と
絆
を
末
永
く
後
世
へ
と
繋

げ
る
た
め
、
９
月
30
日
を
「
日
西

墨
友
好
の
絆
記
念
日
」
に
制
定
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
日

西
墨
三
国
交
通
発
祥
記
念
碑
前
で

献
花
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
駐
日

メ
キ
シ
コ
大
使
館
公
使
ア
ル
マ
ン

ド
・
ア
リ
ア
ー
ガ
氏
、
駐
日
ス
ペ

イ
ン
大
使
館
公
使
参
事
官
エ
ン
リ

ケ
・
ア
ソ
レ
イ
氏
、
衆
議
院
議
員

森
英
介
氏
等
、
多
く
の
方
が
出
席

さ
れ
、
当
時
の
乗
組
員
に
対
し
、

献
花
と
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

４
０
０
年
以
上
の
時
を
越
え
て

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
と
の
絆

文
化
が
繋
ぐ

　
　
　
　

友
好
の
絆
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▲調印式

▲テカマチャルコ―御宿姉妹都市通り
　にて

姉
妹
都
市
協
定
締
結

　

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善
使
節
団
親
善
交
流
レ
ポ
ー
ト　

vol
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
長　
　

石
田　

義
廣

　

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善
使
節
団
11
名

は
、
10
月
21
日
午
前
10
時
30
分
、
旅

の
安
全
祈
願
を
終
え
、
成
田
国
際
空

港
へ
。
午
後
３
時
25
分
出
発
予
定
の

ア
エ
ロ
メ
ヒ
コ
０
５
７
便
は
、
天
候

の
具
合
で
遅
れ
、
５
時
に
成
田
国
際

空
港
を
離
陸
、
一
路
メ
キ
シ
コ
へ
。

日
本
と
メ
キ
シ
コ
で
は
14
時
間
の
時

差
が
あ
る
た
め
、
12
時
間
飛
行
し
、

同
日
午
後
３
時
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ

国
際
空
港
に
着
陸
し
、
ホ
テ
ル
へ
直

行
す
る
。

　

翌
22
日
、
午
前
中
に
在
墨
日
本
大

使
館
目
賀
田
周
一
郎
全
権
大
使
を
表

敬
訪
問
し
、
こ
の
度
の
テ
カ
マ
チ
ャ

ル
コ
市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
の
締
結

に
係
る
ご
支
援
な
ど
感
謝
を
申
し
上

げ
、
お
よ
そ
１
時
間
の
懇
談
後
、
テ

カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
に
向
か
う
。

　

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
は
メ
キ
シ
コ
国

中
部
、
首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
か
ら
バ

ス
で
メ
キ
シ
コ
湾
方
向
に
３
時
間
程
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
夕
刻
、
小
雨
の

中
、
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
に
入
り
、
１
，

０
０
０
名
か
ら
な
る
市
民
の
大
歓
迎
を

受
け
、
市
役
所
前
、
ソ
カ
ロ
広
場
に
て

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
・
メ
キ
シ
コ
両
国
歌
の
演
奏

に
始
ま
り
、
協
定
締
結
に
対
す
る
「
喜

び
の
詩
」
の
朗
読
、
先
住
民
の
踊
り
や

マ
リ
ア
ッ
チ
な
ど
音
楽
祭
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
遭
難
し
た
人
々
を
救
助
す

る
人
や
ガ
レ
オ
ン
船
を
型
ど
っ
た
彫
刻

像
・
エ
ル
マ
ー
ノ
（
兄
弟
愛
）
の
除
幕

が
あ
り
、
最
後
に
両
市
町
の
長
よ
り
、

救
助
の
際
、
御
宿
村
民
が
発
揮
し
た
、

温
か
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
互

い
に
将
来
の
発
展
を
期
す
る
決
意
に
満

ち
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
23
日
に
は
、
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・

デ
・
ビ
ベ
ロ
・
イ
・
ア
ベ
ル
サ
が
眠
る
16

世
紀
初
頭
に
建
築
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
院
の
建
築
学
上
の
説
明
、

ご
案
内
が
あ
り
、
後
に
２
０
０
ｍ
程
の

小
道
を
「
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ—

御
宿
姉

妹
都
市
通
り
」
と
し
て
整
備
し
、
命

名
さ
れ
、
使
節
団
の
皆
さ
ん
が
、
ル

ベ
ン
・
バ
ル
カ
サ
ル
市
長
と
共
に
歩
み

ま
し
た
。
夕
刻
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
院
の
前
庭
に
お
い
て
姉
妹
都
市
協

定
締
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
０
０
名
に
お
よ
ぶ
市
民
及
び
関
係
者

の
出
席
の
も
と
、
在
墨
日
本
大
使
館
山

内
弘
志
公
使
、
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
か

ら
、
現
ル
ベ
ン
・
バ
ル
カ
サ
ル
市
長
、

次
期
イ
ネ
ス
・
ポ
ン
セ
市
長
（
現
市
長

の
任
期
は
、
２
０
１
４
年
２
月
ま
で

の
た
め
、
す
で
に
次
期
市
長
が
内
定
）、

ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
リ
ド
テ
カ
マ

チ
ャ
ル
コ
工
科
大
学
長
、
御
宿
町
か

ら
、
私
と
中
村
俊
六
郎
議
会
議
長
、
土

屋
武
彌
国
際
交
流
協
会
会
長
が
サ
イ
ン

し
ま
し
た
。
御
宿
ア
ミ
ー
ゴ
会
の
皆
さ

ん
が
創
作
し
た
「
つ
る
し
雛
飾
り
」
が

市
長
は
じ
め
市
民
の
皆
様
に
大
き
な
感

動
を
与
え
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

院
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
度
の
メ
キ
シ
コ
国
訪

問
で
は
、
ア
カ
プ
ル
コ
市
庁
を
訪
れ
、

市
民
の
皆
様
と
友
好
を
深
め
、
昨
年
７

月
に
竣
工
し
た
「
日
墨
友
好
の
碑
」
の

前
で
互
い
の
交
流
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。
観
光
的
見
地
か
ら
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ

ン
遺
跡
な
ど
多
く
メ
キ
シ
コ
文
化
に
触

れ
、
日
墨
学
院
や
、
メ
キ
シ
コ
国
文
部

科
学
省
を
訪
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省

で
は
、
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
リ
ド

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
工
科
大
学
長
と
と
も

に
、
国
際
関
係
部
副
局
長
ガ
ブ
リ
エ

ラ
・
コ
ン
シ
ア
氏
に
お
会
い
し
、
今
後

の
青
年
交
流
に
つ
い
て
、
日
本
・
メ
キ

シ
コ
友
好
基
金
の
活
用
に
よ
る
財
政
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
協
定
締
結
を
振
り
返
り
、

１
６
０
９
年
の
史
実
の
主
人
公
、
ド

ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ
ロ
・
イ
・

ア
ベ
ル
サ
の
生
誕
地
で
あ
り
ま
す
、
テ

カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
と
、
こ
の
歴
史
的
出

来
事
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
日
本
・
メ

キ
シ
コ
交
流
の
発
端
の
地
で
あ
る
御
宿

町
の
縁
結
び
は
、
両
市
町
の
み
な
ら

ず
、
日
本
・
メ
キ
シ
コ
両
国
の
交
流
、

平
和
の
維
持
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
調
印
式
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
訪
問
に
際
し
、
ご
同
行
い
た
だ

き
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
信

行
氏
を
は
じ
め
日
墨
協
会
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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　岩和田区では（財）自治総合センターによる宝くじ
普及広報事業を活用し、囃子団の老朽化した太鼓を更
新しました。
　昔から地域の安全や豊漁を祝う祭典において囃子団
による太鼓が披露されており、世代を超えた住民交流
の中から太鼓の技法をはじめ、文化や風習が受け継が
れています。新たな太鼓が整備されたことにより、地
域コミュニティ活動の充実や連携強化に繋がっていく
ものと期待されます。

平
成
25
年
度
町
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

御
宿
台
区
「
秋
祭
り
」

岩
和
田
区
「
み
な
と
ま
つ
り
」

　

町
で
は
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
細
制
度
を
設
け
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、
10
月
12
日
（
土
）
に
御

宿
台
区
「
秋
祭
り
」
が
、
11
月
２
日
（
土
）
に
岩
和

田
区
「
み
な
と
ま
つ
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ど

ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
当
日
は
大
勢
の
方
が

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

岩和田区　
囃子団太鼓購入
～宝くじ助成金の活用～

★半島振興対策実施地域における租税特別措置について
所得税・法人税の減価償却の割増償却 
　町では、国からの地区指定を受けたことにより、平成25年度の税制改正による個人・法人の
設備投資に係る割増償却（特例償却）が適用されます。以下の要件に該当し、特別措置の適用
を希望される場合は税務申告前に設備投資の内容等が計画に適合していることの確認を受ける
必要があります。詳しくは町ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】企画財政課　☎０４７０－６８－２５１２

　　　　岩和田区▶
「みなとまつり」
岩和田老人クラブ
の皆さんによる踊
りの披露がありま
した。

◀御宿台「秋祭り」
　和太鼓の演奏に　　
　あわせ、絆音頭　
　を踊っています。
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町内小学校　運動会

第７回御宿町スポーツ祭開催

秋季御宿町軟式野球大会

布施小学校の運動会が９月１４日（土）に、御宿小学校
の運動会が１０月６日（日）に行われました。
各校、各学年とも児童ひとりひとりが力いっぱい競技に

取り組み、子どもたちの懸命な姿に保護者の皆さんや地域
の皆さんから温かい拍手が送られました。

町体育協会が主催する御宿町スポーツ祭が１０月６日（日）に開催され
ました。７回目を迎えた今年は、４競技（ソフトボール・パークゴルフ・
テニス・弓道）が同日開催となり、大変盛り上がった大会となりました。
参加者の皆さんは、スポーツを通じて親睦を深め、結果に関係なく楽しい
一日となったことと思います。各競技の結果は以下のとおりです。（敬称略）

１０月１３日（日）に御宿町営野球場で秋季軟
式野球大会が開催されました。大会は、３チーム
が参加し、晴天の中熱戦が繰り広げられました。
優勝決定戦は「小川ファイヤーズ」と「チー

ム御宿」の対戦となり、１点を争う緊張した展
開が続き、１対０で小川ファイヤーズが勝利し、
春季大会に続いての優勝となりました。
優勝した「小川ファイヤーズ」は御宿町代表

として郡大会へ出場します。

１	 ：アンカーへ繋げバトン
御宿小学校　地区別対抗リレー

２	 ：布施小学校　応援合戦
３,４	：御宿小学校　応援合戦
５	 ：大きなパンツはバトンの代わり

布施小学校　「デカパンがいくよ」

【硬式テニス大会】
Ａクラス
優　勝	 川合　　信・木原　國昭　ペア
準優勝	 大沼あけみ・米山　幸伸　ペア
第３位	 市川　武夫・川合冨士子　ペア
Ｂクラス
優　勝	 井筒　威夫・林田　　研　ペア
準優勝	 大沼　　武・米内山信雄　ペア
第３位	 久保田昭一・八木下　昇　ペア

【パークゴルフ大会】
男　子	
優　勝	 武井　宣昭
準優勝	 君塚　成夫
第３位	 野瀬　菊次
女　子	
優　勝	 鴨川　優子
準優勝	 君塚　総子
第３位	 田中とよ子

【ソフトボール大会】
優　勝	 田中精機　草魂会
準優勝	 小川ドランカーズ

【弓道大会】	
優　勝	 鈴木　大祐
準優勝	 新川　　隆
第３位	 吉田　洋子

１

２

３４

５
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全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
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３
位
入
賞　

石
井
洋
示
氏
（
久
保
区
）

10
月
に
東
京
三
鷹
市
で
行
わ
れ
た
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
石
井
洋
示
氏
が
千
葉
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
肢
体
不
自
由
者
男
子

２
部
の
リ
カ
ー
ブ
50
㍍
・
30
㍍
ラ
ウ
ン
ド
「
区
分
２
」

に
お
い
て
３
位
入
賞
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

音楽鑑賞会

御宿町文化祭

全日本ソフトテニス選手権大会出場
高梨美咲さん　水野友樹くん

町内小中学生を対象とした、音楽鑑賞会が
１０月９日（水）に御宿中学校体育館で行われ
ました。
この音楽鑑賞会は、子どもたちの豊かな感性
の形成を目的に３年毎に実施されており、今回
は千葉フィルハーモニーオーケストラが来校し、
「木星」（ホルスト作曲	組曲「惑星」より）や、「ク
シコスポスト」（ネッケ作曲）等なじみのある曲
を演奏しました。
子どもたちの歌や手拍子を交えながらのプロ
グラムとなっており、聴いて、歌って、演奏し
てと、まさに“音”を“楽”しむ時間となりました。

１１月２日（土）から４日（月）の３日間、
公民館にて御宿町文化祭が開催され、自主活
動グループや町内小中学生等が製作した絵画
や写真、書道等の作品が展示されました。ま
た、踊りや合唱、楽器の演奏が行われ、様々
なグループが日頃の活動の成果を披露しまし
た。
開催期間中は多くの方が訪れ、様々なジャ
ンルの芸術の秋を楽しみました。

県大会を勝ち抜き、御宿小学校６年生の
髙梨美咲さん、水野友樹くんが全日本ソフ
トテニス選手権大会に出場しました。高梨
さんは団体５位入賞というすばらしい成績
をおさめました。
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◇１２月・１月の消防団の活動予定
１２月１日（日）に防火デー（風水害対応訓
練）を実施します。また、防火パレードを行い
ます。（町内を周回します）
１２月２５日（水）～３１日（火）
歳末夜警（町内を消防団が夜警します。）
１月５日（日）１０：００～消防団出初式

須賀多目的広場

高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援
の
拠
点
の
１
つ
で

あ
る
御
宿
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
設

備
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
利
便
性
等
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
和

式
だ
っ
た
ト
イ
レ
を
洋
式
に
変
え
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
疾
病
や
事
故
等
に
よ
り

消
化
管
や
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管
が
損
な
わ
れ
た
た
め
、
腹
部
に

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
造
設
し
た
方
）
専
用

の
シ
ャ
ワ
ー
ノ
ズ
ル
の
つ
い
た
ト
イ
レ
（
写
真

上
）
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
利
用
す

る
た
め
に
、
施
設
改
修
を
順
次
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

▲

オ
ス
ト
メ
イ
ト
専
用
ト
イ
レ

◇平成２５年度の火災予防ポスター展
表彰者は次のとおりです。出品された作品は甲
乙つけがたいものばかりでした。受賞作品は役場
２階ロビーに展示しています。
①御宿町長賞　御宿小学校５年　渡辺　光哉
②御宿町消防団長賞　布施小学校５年　吉田　武由
③御宿町教育長賞　御宿小学校６年　米本　直哉
④夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防長賞
布施小学校６年　佐藤　瑠愛
⑤夷隅郡市防火安全協会長賞
御宿小学校２年　滝口　優美
⑥（一社）千葉県危険物安全協会連合会長賞
御宿小学校４年　大森　彩音
⑦（一社）千葉県消防設備協会長賞
布施小学校６年　吉野　乃斗　　　（敬称略）

Vol,18
ピックアップ防災

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー設

備
改
修

③

②

⑥

⑦

⑤

④

①
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御宿町の国民健康保険について国保
  ワンポイント国保
  ワンポイント国保
  ワンポイント国保
  ワンポイント

国民健康保険とは、病気やケガをしたときに安心して医療にかかることができるように、みんな
で助けあう制度です。
【国民健康保険に加入する人】
・お店などを経営している自営業の人
・漁業、農業などにたずさわっている人
・退職して職場の健康保険などをやめた人とその扶養家族
・パート・アルバイトなどで、職場の健康保険に加入していない人
・外国籍の人で、３か月を超える在留資格がある人、または住民登録している人

【国民健康保険の届出】
国民健康保険では、家族一人ひとりが被保険者ですが、加入は世帯ごとになります。次のような
場合は、世帯主が１４日以内に国民健康保険の窓口へ届出をしてください。
★国保に入るとき

事　　由 必　要　な　も　の
他町村から転入してきたとき 前住所地の転出証明書

印かん

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険を喪失したことが分かる書類
子どもが生まれたとき 出生届

外国籍の方が新たに加入するとき 在留期間の確認ができる書類
（在留カード又は特別永住者証明書等）

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書
※届出が遅れると、被保険者になった時点までさかのぼって保険税を納めなければなりません。
★国保をやめるとき

事　　由 必　要　な　も　の
他町村に転出するとき -

被保険者証
印かん

職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険被保険者証
外国籍の方がやめるとき -
被保険者が死亡したとき 死亡届
生活保護を受けるようになったとき 保護決定（変更）通知書
※届出が遅れると保険税が二重払いになってしまうこともあります。
★その他

事　　由 必　要　な　も　の
住所・世帯主・氏名などが変わったとき 被保険者証

印かん
世帯を分けたり、一緒になったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 被保険者証・学生証の写し
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 本人確認のできる証明等
交通事故等第三者行為により、医療を受けたとき 事故証明書等

【問い合わせ】保健福祉課　医療保険係　　　☎０４７０－６８－６７１７	
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インターネット接続サービス

「フレッツ光」御宿町向けキャンペーンのお知らせ
町では、都市部との情報通信網の環境格差改善のため、平成２２年度に町内全域に光ファイ
バーを敷設し、ＮＴＴ東日本により光インターネット「フレッツ光」が提供されています。	
ＮＴＴ東日本において、フレッツ光がお手軽に始められる御宿町向けのオリジナルキャン
ペーンが提供されていますのでお知らせします。
「パソコンやインターネットは料金が高いし難しい」と思われている方のために、さまざま
な特典のほか電話サポートや訪問設定のご利用が可能です。また、既にフレッツ光をご利用の
方は、知人・友人へのフレッツ光のご紹介で、特典が得られるＮＴＴ東日本千葉支店独自の施
策も実施中です。
キャンペーンについては以下のとおりとなります。詳しくはお問い合わせください。

※キャンペーンはそれぞれお申込の条件があります。詳しくは以下までお尋ね下さい。

キャンペーン 特　　典 お申込期間

１
思いっきり割

×
フレッツ 光ライト

「フレッツ 光ライト」をお申込いただいたお客様は2年
間、お得な料金でフレッツ光を利用できます！
戸建てにお住まいのお客様

⇒月額料金が実質2,310円～利用可能！
（通常価格：2,940円～）
※別途プロバイダ利用料金が発生します。

平成26年1月31日まで

２
御宿町

オリジナル
キャンペーン

フレッツ光＋プロバイダ（BIGLOBE）を下記窓口へお申込
いただいたお客様に対し、お得な特典をプレゼント！
①現金キャッシュバック！
（戸建にお住いのお客様：10,000円／
集合住宅にお住いのお客様：5,000円）

②『ASUS製タブレットPC』をプレゼント！
③パソコンやタブレットの設定・ご利用方法を電話や訪問

で無料サポート！
④解約した場合のプロバイダ違約金（5,000円）も無料！
※本キャンペーンは予告無しに変更となる場合があります

のでご了承下さい。

平成25年12月31日まで

３ お友達紹介
キャンペーン

フレッツ光をご利用のお客様がお知り合い・ご友人へフ
レッツ光をお勧めし、お申込いただいた場合、お申込商品
につき商品券もしくはQUOカードを最大9,000円相当を
ご紹介者様へプレゼント！
例：フレッツ光5,000円、ひかり電話2,000円、等

フレッツ 光ライト 新規お申し込みの方限定フレッツ 光ライト 新規お申し込みの方限定

（ 新 規ご契 約の場 合 / 各 種割引など適 用時）◎別途、初期費 用、プロバイダサービス利用料がかかります。（ 新 規ご契 約の場 合 / 各 種割引など適 用時）◎別途、初期費 用、プロバイダサービス利用料がかかります。

2年間 2段階定額のフレッツ光が
月額
実質 から！2,310円

受付期間：平成26年1月31日まで 開通期限：平成26年7月31日まで

●お申し込み・お問い合わせ●
NTT東日本－千葉カスタマーフォローセンタ

０１２０－９１６－８３５　受付時間　11：00～20：00
年中無休（年末年始を除く）

＋

＋

NEW

千葉支
店限定

！

御宿町
向け！
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俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【菊・豊年】

公民館で開催された文化祭にお邪魔してきまし
た。展示された絵画や生け花、書道等、どれも力
作ぞろいで、こんな作品を自分で作れたら楽しい
だろうなーと思いながら館内を回っていました。
現在、様々なグループ活動を行っています。『自
分再発見』のきっかけづくりに、活動を覗いてみ
てはいかがでしょうか。

（鶴岡）

人の動き　※住民基本台帳人口数
■7，993（＋２）　　男3,800　女4,193
世帯数 3,658（平成25年 10 月31日）

御宿分署の出動状況
■火災発生件数　０　救急件数　31
平成25年１０月中
御宿分署　☎８０－０１３６

交通事故発生状況
■発生件数　14　死者数　０　負傷者数　19　
（平成25年１月１日～ 10 月31日現在）

町民バス利用状況
■乗車人数　182人
平成 25年 10 月中

ダムの貯水状況（平成25年１１月１日現在）
■貯水量　569,000㎥
貯水率　98．3％

町浄水場の水質検査
■平成25年 10 月15日　採水の検査結果
放射性セシウム　　　『不検出』

慶弔（平成 25 年 10 月届出）

■出生　２　死亡　14
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タウンカレンダー12月　December
日	 　　　月 火 水 木 金 土

8 9 10　　　　　11　　　　　12　　　　　13　　　　　14

1	 　　　2 3 4 5 6 7

15　　　　　16　　　　　17　　　　　18　　　　　19　　　　　20　　　　　21

22　　　　　23　　　　　24　　　　　25　　　　　26　　　　　27　　　　　28

29　　　　　30　　 　　　31　　　　　

○サンデーオープン
　9:00～12:00
○町民清掃
○お飾り作り教室
　13:30～　（公民）

天皇誕生日 ○健康運動教室
　14:00～15:00
														（B&G)

○つくしくらぶ
　13:30～15:00
　　　　　　（保健）

○燃えるごみ年末特　
　別収集

○国民健康保険税第６期納期限
○固定資産税第４期納期限
○介護保険料第６期納期限
○後期高齢者医療保険料第　
　 ６期納期限

○乳児相談
　13:30～15:00
															(保健)

○子育て相談
　10:00～11:30
										　		(御児)
○健康運動教室
　14:00～15:00
														（B&G)

健康運動教室
　14:00～15:00
														（B&G)

○防火デー訓練 ○国民健康保険税第　
　５期納期限
○介護保険料第５期
　納期限
○後期高齢者医療保
　険料第５期納期限

（保健）⇒町保健センター　（公民）⇒公民館　（B&G)⇒町B&G海洋センター　（御児）⇒御宿児童館

　暖房器具として広く普及している石油ストーブですが、ちょっとした不注意や誤った取扱いによる火災
が毎年発生しています。石油ストーブを使用する際には、
特に次のことにご注意下さい。
　☆使い始める前には掃除し、安全点検を行なって下さい。
　☆給油をする際には、必ず消して下さい。漏れた灯油が燃焼筒に掛かり、　
　　火災となる恐れがあります。
　☆壁やカーテン、障子などから離して使用して下さい。
　　また、周りに新聞紙などの燃えやすいものを置かないで下さい。
　☆石油ストーブの上に洗濯物などを干さないで下さい。
　　洗濯物が乾いた時に落下し、燃え出す恐れがあります。
　☆寝る時には消して下さい。寝返りをうった時などに布団が接触し、火　
　　災となる恐れがあります。
　なお、消防法によりすべての住宅に『住宅用火災警報器』の設置が義務
付けられています。火災の早期発見、逃げ遅れを防ぐため、まだ設置され
ていないご家庭は早期の設置をお願いします。

【問い合わせ】
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部予防課
　☎０４７０－８０－０１３２

石油ストーブによる火災にご注意！

○健康運動教室
　14:00～15:00
	　　　 　（B&G）

御宿に冬の彩りを
		winter	illumination 2013 to 2014
12月7日（土）より点灯を開始します。
御宿ウォーターパーク前から月の沙漠記念館前に設置されます。

（〜1月13日（月））
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